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area under ROC curve（AUROC）はVs：0.77が最も高値で、次いで血小板数：0.72、
M2BPGi：0.70であった。ステップワイズ法でM2BPGi、血小板数、肝切除割合が独立し
た有意な因子として選択され、ロジスティック回帰分析において各因子の Odds 比は
M2BPGi 2.08、血小板数 0.39、肝切除割合 2.71であった。3因子を複合した[術後肝不全
リスク指標]=0.299×M2BPGi-0.016×血小板数+0.052×切除割合で表現され、本指標の
AUROCは0.81（95％信頼区間0.69-0.89）と優れたPHLF予測能を示した。 
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